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(57)【要約】
【課題】
　図柄表示装置に変動表示される図柄の変動停止時の表
示態様によって遊技者に特典の付与の可否を認識させる
遊技機において、遊技者の期待感を盛り上げる効果を長
時間維持する。
【解決手段】
図柄表示装置２２は、図柄を変動表示する図柄表示部２
３と、その図柄表示部２３に変動表示される図柄に関し
停止表示され得る停止可能図柄を表示する停止図柄表示
部２４とを有する。そして、停止図柄表示部２４には、
複数の停止可能図柄が表示可能であって、その表示され
る各停止可能図柄は、図柄表示部２３に変動表示されて
いる図柄の中から任意に選択される一の図柄とされてい
る。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　図柄を変動表示する図柄表示装置を備え、その図柄表示装置に変動表示される図柄の変
動停止時の表示態様によって遊技者に特典の付与の可否を認識させる遊技機であって、
前記図柄表示装置は、図柄を変動表示する図柄表示部と、その図柄表示部に変動表示され
る図柄に関し停止表示され得る停止可能図柄を表示する停止図柄表示部とを有し、
その停止図柄表示部は、複数の停止可能図柄が表示可能であり、その表示される各停止可
能図柄は、前記図柄表示部に変動表示されている図柄の中から任意に選択される一の図柄
とされていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記図柄表示部には複数の図柄列が変動表示されるとともに、それら各図柄列の変動停
止時の図柄によって遊技者に特典の付与の可否を認識させ、前記停止図柄表示部には、そ
れら複数の図柄列の中で最後に変動停止する図柄列に関する停止可能図柄が表示されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記図柄表示部に変動表示される図柄の変動開始から変動停止までの間に、前記停止図
柄表示部に表示される停止可能図柄の数が増減することを特徴とする請求項１又は２に記
載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、図柄表示装置に変動表示される図柄の変動停止時の表示態様によって遊技者
に特典付与の可否を認識させるようにした遊技機に関し、詳しくは、図柄表示装置に表示
される図柄変動を盛り上げるための演出技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図柄表示装置を備える遊技機の中には、図柄表示装置に図柄を変動表示し、変動停止時
の図柄の表示態様によって遊技者に特典が付与されるか否かを認識させるものがある。例
えば、パチンコ機では、所定領域にパチンコ球が入賞又は通過すると図柄表示装置に図柄
を変動表示し、変動停止時の図柄の表示態様によって遊技者に特典（特定の入賞装置の入
賞口が開放される等）の付与の可否を認識させるようにしたものがある。かかる遊技機に
おいては、特典が付与されるか否か、すなわち、図柄表示装置に表示される図柄変動の結
果（変動停止時の表示態様）が特典を付与する表示となるか否かが、遊技者の遊技的関心
の中心となる。したがって、図柄表示装置に表示される図柄変動に併せて種々の演出を行
うことで、面白みの高い遊技を提供することが提案されている（例えば、特許文献１）。
上記公報に記載された遊技機では、図柄表示装置に変動表示される図柄に関し停止表示さ
れ得る図柄（以下、停止可能図柄という）を表示する停止図柄表示部が設けられる。かか
る遊技機において、図柄表示装置に表示される図柄が変動を開始すると、この図柄変動に
応じた所定のタイミングで停止図柄表示部に停止可能図柄が複数表示される。そして、こ
の停止図柄表示部に表示されている複数の停止可能図柄の一つが、図柄表示装置に停止図
柄として表示される。したがって、この停止図柄表示部には、図柄変動の結果が特典を付
与する表示態様となる可能性があるか否か（停止可能図柄として表示された図柄に当たり
となる図柄が含まれるか否か）、及び、特典が付与される確率（例えば、停止可能図柄と
して表示される図柄が２，４，７で、当たりとなる図柄が２の場合には、確率は１／３と
なる）を表示することとなる。このため、上記公報に記載の遊技機では、停止図柄表示部
の表示によって、図柄表示装置に表示される図柄変動への遊技者の期待感を高めることが
できる。
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１４４０５２号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記公報に記載の停止図柄表示部は、停止図柄となりうる全ての図柄（
上記公報の遊技機では、０～９の１０個の図柄）の夫々に対応する複数のランプで構成さ
れ、停止可能図柄を表示する際には、これら複数のランプの中から表示する図柄に対応す
るランプを点灯するようになっていた（例えば、停止可能図柄として０，５，９を表示す
る場合には、０，５，９に対応するランプを点灯することが行われる）。したがって、上
記停止図柄表示部に表示することができる当たりとなる確率は、１／１、１／２、１／３
・・１／１０となる。このため、遊技を長く続けると停止図柄表示部に表示される当たり
となる確率がパターン化し易く、遊技者の期待感を盛上げる効果が遊技時間と供に急激に
低くなるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、停止図柄表示部の表示を多様化
することにより遊技者の期待感を盛り上げる効果を長時間維持することができる遊技機を
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の遊技機は、図柄を変動表示する図柄表示装置を備え、その図柄表示装
置に変動表示される図柄の変動停止時の表示態様によって遊技者に特典の付与の可否を認
識させる遊技機である。前記図柄表示装置は、図柄を変動表示する図柄表示部と、その図
柄表示部に変動表示される図柄に関し停止表示され得る停止可能図柄を表示する停止図柄
表示部とを有する。そして、その停止図柄表示部は、複数の停止可能図柄が表示可能であ
り、その表示される各停止可能図柄は、前記図柄表示部に変動表示されている図柄の中か
ら任意に選択される一の図柄とされている。上記遊技機では、図柄表示部に表示される図
柄が変動する際、停止図柄表示部には、図柄表示部に変動表示される図柄の中から任意に
選択される一の図柄を複数表示することができる。したがって、停止図柄表示部には同一
図柄が複数表示される場合もあり、これによって、停止図柄表示部に表示される図柄が図
柄表示部に停止図柄として表示される確率を緻密に表示（例えば、停止可能図柄が５つ表
示された場合に、その中の３つの図柄を同一図柄として表示することで３／５という確率
を表示）することが可能となる。したがって、停止図柄表示部の表示（確率）を多様化す
ることができ、停止図柄表示部の表示（確率）が同一となる頻度を減らすことができる。
よって、遊技者の飽きが防止され、遊技者の期待感を盛上げる効果を長時間維持すること
ができる。
【０００７】
　上記の遊技機においては、前記図柄表示部には複数の図柄列が変動表示されるとともに
、それら各図柄列の変動停止時の図柄によって遊技者に特典の付与の可否を認識させ、前
記停止図柄表示部には、それら複数の図柄列の中で最後に変動停止する図柄列に関する停
止可能図柄が表示されることが好ましい（請求項２）。
ここで、「図柄列」とは、複数の図柄を並べることによって構成されるものをいう。また
、「図柄列が変動表示される」とは、図柄列を構成する図柄が所定の方向に移動しながら
表示されることをいう。ただし、図柄表示部に表示される図柄列は、その図柄列を構成す
る全ての図柄が表示される必要はなく、図柄列を構成する少なくとも１つの図柄が表示さ
れればよい。上記遊技機では、図柄表示部に変動表示される図柄列の中で最後に停止する
図柄列に関する停止可能図柄が停止図柄表示部に表示される。したがって、停止図柄表示
部に表示される停止可能図柄によって、遊技者は図柄表示部に変動表示される全図柄列の
変動停止時の表示態様（すなわち、特典が付与されるか否か）を予測することができ、遊
技者の期待感を盛上げる効果をより発揮することができる。
【０００８】
　上記の各遊技機においては、前記図柄表示部に変動表示される図柄の変動開始から変動
停止までの間に、前記停止図柄表示部に表示される停止可能図柄の数が増減することが好
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ましい（請求項３）。上記遊技機では、図柄表示部に図柄が変動表示されている間に、停
止図柄表示部に表示される停止可能図柄の数が増減し、図柄表示部に停止表示される図柄
の確率が変化する。したがって、遊技者の期待感が変動表示の間に変化し、より面白みの
高い遊技機となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　上述した各請求項に記載の遊技機は、下記に示す形態で好適に実施することができる。
（形態１） 請求項３に記載の遊技機においては、前記図柄表示部に変動表示される図柄
の変動開始から変動停止までに、前記停止図柄表示部に表示される停止可能図柄の数が時
間経過に伴って増加する。このような形態によれば、ハズレとなる図柄を停止可能図柄と
して追加表示することでハズレとなる確率を高く変化させる演出を行うことができ、また
当たりとなる図柄を停止可能図柄として追加表示することで当たりとなる確率を高く変化
させる演出を行うことができる。
（形態２） 形態１に記載の遊技機においては、前記図柄表示部には、図柄の変動開始か
ら変動停止までの間に所定回数一時停止が行われ、その一時停止表示される一時停止図柄
を前記停止図柄表示部に停止可能図柄として追加表示されても良い。このような形態によ
れば、図柄表示部の表示（一時停止）に連動して停止図柄表示部の表示が変化する。この
ため、図柄表示部の図柄変動をより効果的に盛上げることができる。
（形態３） 請求項３に記載の遊技機においては、前記図柄表示部に変動表示される図柄
の変動開始から変動停止までに、前記停止図柄表示部に表示される停止可能図柄の数が時
間経過に伴って減少する。このような形態によれば、停止可能図柄として表示されている
ハズレとなる図柄を減らすことで当たりとなる確率を高く変化させる演出を行うことがで
き、また、停止可能図柄として表示されている当たりとなる図柄を減らすことで当たりと
なる確率を低く変化させる演出を行うことができる。
【実施例】
【００１０】
　本発明をパチンコ機に具現化した一実施例を図１乃至図９を用いて説明する。ここで、
図１は本実施例に係るパチンコ機の外観を示す正面図であり、図２は図柄表示装置の正面
図であり、図３は図１に示すパチンコ機の制御系の概略構成を示すブロック図であり、図
４は遊技処理のフローチャートであり、図５は図柄変動処理のフローチャートであり、図
６は変動表示処理のフローチャートであり、図７は図柄表示装置に変動表示される図柄変
動の一例に関するタイミングチャートであり、図８、図９は図柄表示装置に実際に表示さ
れる図柄変動の経時的変化の一例を示す図である。図１に示されるように、パチンコ機１
０の正面には、遊技盤１２や、発射装置（図示省略）を操作するためのハンドル３８等が
設けられている。遊技盤１２は、その表面に略円形状にレール４４が配設され、このレー
ル４４によって囲まれた遊技領域内に、図柄表示装置１４、第１種始動口３０、大入賞口
３４等の各種遊技装置が配設されている。
なお、この遊技領域内には、ハンドル３８を操作することで発射装置から発射されたパチ
ンコ球が打ち込まれ、このパチンコ球が遊技領域内を流下することで、遊技領域内に配さ
れた各種遊技装置が作動する（パチンコ遊技が進行する）ようになっている。
【００１１】
　遊技盤１２の遊技領域の略中央に配設される図柄表示装置１４には、図２に良く示され
るように特別図柄等を変動表示する図柄表示器２２（本実施例では、液晶表示器を用いて
いる）や、特別図柄の変動保留回数を表示する保留球ランプ等が設けられている。図柄表
示器２２の表示画面内には、特別図柄表示領域２３（請求項にいう図柄表示部に相当する
）と、停止図柄表示領域２４（請求項にいう停止図柄表示部に相当する）と、停止図柄表
示領域２４と連動して大当りとなる確率を表示する確率表示領域２９が形成される。特別
図柄表示領域２３には、向かって左側に表示される特別図柄２５（以下、左図柄という）
と、中央に表示される特別図柄２６（以下、中図柄という）と、向かって右側に表示され
る特別図柄２７（以下、右図柄という）の３つの特別図柄が所定条件下で変動表示される
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（図８，図９参照）。本実施例では、左図柄・中図柄・右図柄として、それぞれ０～９の
数字（したがって、本実施例では０～９の数字で図柄列が構成される）が変動表示（スク
ロール表示）され、変動停止時（スクロール停止時）の表示態様によって大当り遊技状態
（大入賞口３４が開放される状態）に移行するか否かを遊技者に認識させる。具体的には
、左図柄・中図柄・右図柄の変動停止時の組合せが'７'，'７'，'７'等のゾロ目となる場
合に、大当り遊技状態に移行するようになっている。一方、停止図柄表示領域２４には、
特別図柄表示領域２３に変動表示される３つの特別図柄の中で最後に停止する特別図柄（
本実施例では中図柄）に関する停止可能図柄を表示する。すなわち、左図柄と右図柄とが
変動を停止しリーチ（左図柄と右図柄が同一の停止図柄となって大当りとなる可能性が残
っている状態）が構成された後の所定のタイミングで、中図柄が停止する可能性のある図
柄（停止可能図柄）を表示する。この停止図柄表示領域２４には、中図柄としてスクロー
ル表示されている０～９の図柄から任意に選択された図柄を複数個（本実施例では、最大
１０個）表示することができるようになっている。また、確率表示領域２９には、停止図
柄表示領域２４に表示される停止可能図柄によって表示される期待度（特別図柄表示領域
２３に変動表示される図柄変動が大当りとなる確率）を数値化した数値（０～１００％）
が表示される。
【００１２】
　第１種始動口３０は、遊技領域に打ち込まれたパチンコ球が入賞する入賞装置である。
この第１種始動口３０の内部には始動口センサ５６が設けられており、この始動口センサ
５６でパチンコ球が検出されると、図示省略した賞球装置から賞球が払出されるとともに
、特別図柄表示領域２３に特別図柄が１回変動表示されるようになっている。大入賞口３
４は、入賞可能な状態と入賞不能な状態とに開閉制御される開閉扉３６を備えたアタッカ
ー入賞装置である。この開閉扉３６は、遊技盤１２の裏側に装着されているソレノイド５
０によって開閉駆動される。具体的には、開閉扉３６は、通常時には閉じられており、図
柄表示器２２（特別図柄表示領域２３）に変動表示される特別図柄の変動停止時の組合せ
が大当りの組合せとなったときに開放される。なお、この開閉扉３６が開放されている間
に、大入賞口３４の内部にある図示しない特別入賞区域（Ｖゾーン）をパチンコ球が通過
した場合には、一旦閉じた開閉扉３６が再び開放され同様の動作が所定回数繰り返される
ようになっている。
【００１３】
　また、大入賞口３４の上部には中ゲート３２が設けられており、大入賞口３４の下部に
は下部第１種始動口３５が設けられている。中ゲート３２の内部には、パチンコ球の通過
を検知するゲートセンサ５４が設けられており、このゲートセンサ５４によりパチンコ球
が検出されると、図示していない普通図柄表示部に普通図柄が変動するようになっている
。この普通図柄表示部に表示される普通図柄が所定の図柄となった場合には、下部第１種
始動口３５が短時間開放される。下部第１種始動口３５にパチンコ球が入賞した場合にも
、賞球が払い出されるとともに、特別図柄表示領域２３に特別図柄が１回変動表示される
。
【００１４】
　なお、本実施例に係るパチンコ機１０には、上述した以外の装置、例えば、パチンコ球
を発射する発射装置や、払出されたパチンコ球を受ける受け皿等が設けられるが、これら
に関しては公知のパチンコ機に設けられるものと同様であれば良く、特に本発明を特徴付
けるものではないためここではその説明を省略する。
【００１５】
　次に、図３に基づいて図柄表示器２２にて実行される特別図柄の図柄変動に関与する制
御系の構成について説明する。図３に示すように、図柄表示器２２を制御する制御系は、
パチンコ機に装備される各電装装置の遊技動作を統括的に制御するメイン制御部１００と
、このメイン制御部１００から出力されるコマンドに基づいて図柄表示器２２に所定の画
像を表示制御する表示制御部２００により構成される。なお、これらメイン制御部１００
、表示制御部２００は、いずれも遊技盤１２の裏面側の所定部位に装着されている。なお
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、本実施例に係るパチンコ機には、上記のメイン制御部１００、表示制御部２００以外に
も、払出制御部、音声制御部、ランプ制御部等の複数の制御部が設けられるが、これらの
制御部については従来と同一であれば良く、本発明を特に特徴づけるわけではないので、
その詳細な説明は省略する。メイン制御部１００は、ＣＰＵ（プロセッサ）１０２、ＲＯ
Ｍ１０４、ＲＡＭ１０６、入力処理回路１０８、出力処理回路１１０及び通信制御回路１
１２等から構成される。ＣＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０４に格納された遊技制御プログラム
に従ってパチンコ機１０の動作を全体的に制御する。ＲＯＭ１０４に格納される遊技制御
プログラムには、コマンドデータを作成する処理や、その作成したコマンドデータを表示
制御部２００に送信する処理等を実現するためのプログラムが含まれている。ＲＡＭ１０
６はワークメモリとして使用されるメイン記憶素子であって、保留球数（特別図柄を変動
表示中に第１種始動口３０に入賞したパチンコ球の数をカウントする）や、当該図柄変動
が大当たりか否かを示す大当たりフラグ等の各種データ、及び入出力信号が各種プログラ
ムの実行に応じて格納される。入力処理回路１０８は、始動口センサ５６やゲートセンサ
５４から出力された検出信号を受けて、メイン制御部１００内で処理可能なデータ形式に
変換し、バス１１４を介してＣＰＵ１０２やＲＡＭ１０６に送るための回路である。出力
処理回路１１０は、ＣＰＵ１０２からバス１１４を介して送られた作動データを受けて、
ソレノイド５０等の電装装置を駆動するための駆動信号を出力する回路である。また、通
信制御回路１１２は、後述する表示制御部２００やその他の制御基板（例えば賞球払出装
置を制御する払出制御部）にコマンドデータを送信するための回路である。
【００１６】
　表示制御部２００は、図３に示すように、メイン制御部１００と同様ＣＰＵ２０２，Ｒ
ＯＭ２０４，ＲＡＭ２０６を備え、さらに、通信制御回路２０８、表示制御回路２１０等
が付加されている。ＣＰＵ２０２は、ＲＯＭ２０４に格納された制御プログラムに従って
動作し、メイン制御部１００から送信されたコマンドデータに基づいて図柄表示器２２に
表示される画像（特別図柄の変動表示等）の表示制御を行なう。具体的には、受信したコ
マンドデータを解析して、その解析した結果に応じたコマンドを表示制御回路２１０に出
力する処理を行う。ＲＯＭ２０４には、上記制御プログラムの他に表示用の全データ（特
別図柄、背景図等）が格納され、ＲＡＭ２０６にはメイン制御部１００から送信されたコ
マンドデータ等の各種データが上記制御プログラムの実行に応じて格納される。通信制御
回路２０８はメイン制御部１００から送信されたコマンドデータを受信するための回路で
ある。また、表示制御回路２１０は表示用の画像データの作成や、作成した画像データを
図柄表示器２２に出力するための回路である。具体的には、表示制御回路２１０は、ＣＰ
Ｕ２０２から出力されたコマンドを受信すると、当該コマンドに応じた所定の表示用デー
タをＲＯＭ２０４から読み込む。そして、ＲＯＭ２０４から読み込んだ表示用データから
図柄表示器２２に所定の画像（背景図、特別図柄、エラーメッセージ等）を表示するため
の画像データを作成し、その画像データを図柄表示器２２に出力する。これによって、図
柄表示器２２には、この出力された画像データに基づいて所定の画像（背景及び特別図柄
等）が映し出されることとなる。
【００１７】
　次に、上述のように構成されるパチンコ機１０において、図柄表示器２２に図柄変動を
実現するためのメイン制御部１００と表示制御部２００における処理手順について図４～
図７に基づいて説明する。なお、図柄表示器２２に図柄変動を実現するための処理手順は
、第１種始動口３０にパチンコ球が入賞した場合と下部第１種始動口３５にパチンコ球が
入賞した場合とで相違は無く、同一の処理手順により行われる。したがって、以下の説明
では第１種始動口３０にパチンコ球が入賞した場合を例に説明する。また、本実施例では
、以下に説明する処理はメイン制御部１００により殆どの処理が行われ、表示制御部２０
０では図６のステップＳ５２の処理のみが行われるようになっている。ただし、メイン制
御部１００と表示制御部２００の処理分担は、以下に説明する例に限られず、適宜分担す
る処理を変更することが可能である。図４に示す遊技処理において、メイン制御部１００
は、まず第１種始動口３０にパチンコ球が入賞したか否か、すなわち入賞判別を行なう（
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Ｓ１０）。この入賞判別は、始動口センサ５６から出力された信号をメイン制御部１００
が受ければ「ＹＥＳ」とし、出力信号を受けなければ「ＮＯ」とすることで行なわれる。
第１種始動口３０にパチンコ球が入賞した場合（ステップＳ１０でＹＥＳの場合）には、
保留球数が所定の上限値に達しているか否かを判別する（Ｓ１２）。具体的には、メイン
制御部１００のＲＡＭ１０６に設けた保留球数の値により判定する。保留球数が所定の上
限値に達していなければ（ステップＳ１２でＮＯの場合）、保留球数を加算し（Ｓ１４）
、各種乱数（後述する）の読み込みと記憶を行なう（Ｓ１６）。ここで、ステップＳ１６
で読み込まれ、記憶される各種乱数は、大当たり判定用乱数、大当たり図柄乱数、変動選
択乱数、ハズレ図柄乱数等である。大当たり判定用乱数は、大当たりか否かを判定するた
めの乱数である。大当たり図柄乱数は、大当たりの図柄を決定するための乱数である。変
動選択乱数は、後で詳述する変動パターンを選択するための乱数である（大当り・ハズレ
は問わない）。ハズレ変動乱数は、ハズレとなる場合のハズレの図柄を決定するための乱
数である。ステップＳ１６で各種乱数が読み込まれると、図５に示す図柄変動処理に移行
する（Ｓ１８）。なお、第１種始動口３０にパチンコ球が入賞していない場合（ステップ
Ｓ１０でＮＯの場合）や、保留球数が上限値に達している場合（ステップＳ１２でＹＥＳ
の場合）には、ステップＳ１４及びステップＳ１６の処理を行うことなく、そのままステ
ップＳ１８の図柄変動処理に移行する。
【００１８】
　図５に示す図柄変動処理に移行すると、まず、保留球数が０より大きいか否か、すなわ
ち、保留球数があるかないかの判別を行なう（Ｓ２０）。保留球数がない場合（ステップ
Ｓ２０でＮＯの場合）には、図柄表示器２２に特別図柄を変動表示することなく、そのま
ま図柄変動処理を終了する。一方、保留球数が０より大きい場合（ステップＳ２０でＹＥ
Ｓの場合）には、図４のステップＳ１６で記憶した大当たり判定用乱数を読み込む（Ｓ２
２）。そして、保留球数の減算と保留球情報のシフト処理を行って（Ｓ２４）、図６に示
す変動表示処理に移行する（Ｓ２６）。
【００１９】
　図６に示す変動表示処理に移行すると、まず大当たりか否かを判別する（Ｓ４０）。こ
の判別は、図５のステップＳ２２で読み込んだ大当たり判定用乱数の値が、大当たり値と
一致したか否かによって行なわれる。大当たりの場合（ステップＳ４０でＹＥＳの場合）
には、図４のステップＳ１６で記憶した大当り図柄乱数を読み込み（Ｓ４２）、大当たり
のフラグを"オン"にする（Ｓ４４）。大当りでない場合（ステップＳ４０でＮＯの場合）
には、図４のステップＳ１６で記憶したハズレ図柄乱数を読み込み（Ｓ５４）、大当りフ
ラグを"オフ"にする（Ｓ５６）。
【００２０】
　ステップＳ４４又はステップＳ５６の処理が終了すると、次に、図柄表示器２２の停止
図柄表示領域２４に表示する最終期待度を決定する（Ｓ４６）。すなわち、本実施例では
、特別図柄表示領域２３に変動表示される特別図柄がリーチを構成する場合に、最後まで
変動する中図柄に関し停止図柄表示領域２４に停止可能図柄を表示する。そこで、このス
テップＳ４６では、停止図柄表示領域２４に最終的に表示される停止可能図柄の数と、そ
の停止可能図柄の中に含まれる大当たりとなる図柄（停止している左右の特別図柄と同一
の図柄）の数を決定する。具体的には、まず、ステップＳ４２の処理により大当り図柄乱
数が読み込まれている場合には必ずリーチが構成されるため、ステップＳ１６で記憶した
変動選択乱数に基づいて停止可能図柄の数と、その停止可能図柄に含まれる大当りとなる
図柄の数を決定する。一方、ステップＳ５４の処理によりハズレ変動乱数が読み込まれて
いる場合には、まず、当該図柄変動がリーチを構成するか否かを判別する。これは、ステ
ップＳ５４で読み込まれたハズレ図柄乱数により決定されるハズレ図柄（特別図柄表示領
域２３に最終的に表示される特別図柄）がリーチを構成するか否か、すなわち、左図柄と
右図柄が同一図柄となるか否かで判別される。リーチが構成されない場合には、停止図柄
表示領域２４に停止可能図柄は表示されないため最終期待度は０に決定される。一方、リ
ーチが構成される場合には、変動選択乱数から（具体的には、左図柄から中図柄を引算し
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た絶対値と変動選択乱数をパラメータとしたテーブルに基づいて）、停止図柄表示領域２
４に表示される停止可能図柄の数と、その中に含まれる大当たり図柄の数を決定する。
【００２１】
　ステップＳ４６の処理により最終期待度が決定されると、当該図柄変動の変動パターン
を決定する（Ｓ４８）。この変動パターンは、特別図柄表示領域２３に表示される特別図
柄の変動開始から各図柄の変動の停止までの各タイミング（中図柄については一時停止の
回数・タイミングを含む）を決定する。例えば、図７に示す変動パターンでは、変動開始
後に、まず左図柄が停止し、続いて右図柄が停止し、最後に中図柄が一時停止を３回行っ
た後に停止する。ここで、本実施例では、中図柄が一時停止する毎に、その一時停止した
図柄を停止図柄表示領域２４に停止可能図柄として表示する。したがって、このステップ
Ｓ４８では、変動選択乱数に基づいてステップＳ４６で決定された停止可能図柄の数だけ
中図柄が一時停止を行う変動パターンが選択される。例えば、停止図柄表示領域２４に表
示される停止可能図柄が３個である場合には、中図柄が３回一時停止を行う変動パターン
（図７に示す変動パターン）が選択され、停止可能図柄が４個である場合には、中図柄が
４回一時停止を行う変動パターンが選択される。なお、リーチが構成されず停止可能図柄
が表示されない場合には、中図柄が一時停止を行わない変動パターンが選択される。ステ
ップＳ４８で変動パターンが決定されると、次に、上記の各処理で決定した事項に関する
コマンドを表示制御部２００に送信する（Ｓ５０）。具体的には、特別図柄の変動停止時
の図柄（当たり図柄又はハズレ図柄）、変動パターン、最終期待度に関するコマンドを送
信する。
【００２２】
　メイン制御部１００から送信されたコマンドを受信した表示制御部２００は、そのコマ
ンドに基づいて図柄表示器２２に特別図柄を変動表示する（Ｓ５２）。具体的には、まず
、メイン制御部１００から送信されたコマンドによって決定される変動停止時の中図柄と
最終期待度から、停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄を決定する。すなわち
、停止可能図柄には、変動停止時に表示される中図柄が必ず含まれ、また、最終期待度が
決定された値となるように大当りとなる図柄が含まれることとなる。したがって、まず変
動停止時に表示される中図柄を停止可能図柄とし、次に、最終期待度が決定された値とな
るように大当り図柄を停止可能図柄とし、残りの停止可能図柄を抽選等によって決定する
。例えば、中図柄として最終的に表示される図柄が'２'で、当たり図柄は'３'で、最終期
待度が２／４の場合を仮定する。このような場合、４個の停止可能図柄は、まず'２'が停
止可能図柄とされ、次に'３'を２つ停止可能図柄となる。そして、残り１個の停止可能図
柄は'３'以外の図柄から乱数等の抽選により選択される。このようにして全ての停止可能
図柄が決定されると、次に停止可能図柄を表示する順番を決定する（すなわち、一時停止
して表示される中図柄の順番を決定する）。なお、順番は乱数等によって適宜決定するこ
とができる、本実施例では、大当りとなる場合には大当り図柄が最後に停止し、ハズレの
場合にはハズレ図柄が最後に停止するようになっている。以上の処理により、左図柄の停
止図柄、右図柄の停止図柄、中図柄の一時停止図柄と最終停止図柄が決定される。したが
って、表示制御部２００は、これらの決定事項に基づいて特別図柄表示領域２３と停止図
柄表示領域２４に図柄を変動表示する。なお、表示制御部２００によって行われる図柄表
示器２２に画像を表示するための表示データの作成と、作成した表示データに基づく画像
の表示処理については、公知の処理と同一であり、本発明を特に特徴付けるものではない
ため、これ以上の詳細な説明は省略する。
【００２３】
　ステップＳ５２の表示制御部２００による図柄変動処理が終了すると、図５に戻って、
メイン制御部１００は、大当たりフラグがオンか否かを判別する（Ｓ２８）。すなわち、
図６に示すステップＳ４４の処理によって大当りフラグが"オン"されているか否かを判別
する。大当たりフラグがオンの場合（ＹＥＳの場合）には、大当たりとして大当たり処理
を行う（Ｓ３０）。具体的には、メイン制御部１００はソレノイド５０に駆動信号を出力
することにより大入賞口３４の開閉扉３６が開放する。これにより、大入賞口３４にパチ
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ンコ球が入賞可能な状態となる。一方、大当たりフラグがオンではない場合（ステップＳ
２８でＮＯの場合）には、ハズレとしてハズレ処理が行なわれる（Ｓ３２）。具体的には
、図柄表示器２２にハズレとなった旨を表示することとなる。
【００２４】
　次に、上述した処理によって図柄表示器２２に、実際に表示される特別図柄の変動態様
の一例について図８及び図９に基づいて説明する。図８及び図９に示す例は、左図柄と右
図柄が変動を停止した後、中図柄が一時停止を３回行った後に停止する変動パターン（図
７参照）によってハズレとなる例（図８）と大当りとなる例（図９）である。なお、図８
、図９には、左図柄と右図柄が停止してリーチが構成された後の変動態様が表示されてい
る。これは、左図柄と右図柄が変動を開始してリーチが構成されるまでの変動態様は、従
来のパチンコ機における例と同一であって差がないため、図８及び図９には示していない
。
【００２５】
　まず、図８に示す例を説明する。第１種始動口３０にパチンコ球が入賞すると、図柄表
示器２２の特別図柄表示領域２３に表示される特別図柄（左図柄２５、中図柄２６、右図
柄２７）が変動を開始する。これら変動を開始した各図柄２５，２６，２７は、上から下
に向かって高速でスクロール表示される。この高速スクロール状態では、遊技者はスクロ
ール変動する各図柄２５，２６，２７の一つ一つを明確に視認することはできない。特別
図柄２５、２６、２７が図柄変動を開始後の所定のタイミングで、まず、左図柄２５が停
止し、次に右図柄２７が停止する。左図柄２５及び右図柄２７が停止した状態が図８（ａ
）に示されている。図８（ａ）に示す状態では、左図柄２５は'７'で、右図柄２７は'７'
で停止しており、リーチが構成されている。なお、図中、中図柄２６が下向きの矢印で表
示されているのは、中図柄２６が上から下に向かってスクロール表示されている状態を表
している。図８（ａ）に示すリーチとなった後も、中図柄２６はスクロール変動し続け、
所定のタイミング（変動パターンにより規定されるタイミング）で一時停止する。この一
時停止時の状態が図８（ｂ）に示されている。図８（ｂ）に示すように、中図柄２６の一
時停止図柄は'３'であり、この一時停止図柄'３'が、停止図柄表示領域２４に停止可能図
柄２８として表示される。したがって、この状態では大当りとなる表示上の確率（期待度
）は０／１となり、この確率を％表示したもの、すなわち、０％が画面向かって右上の確
率表示領域２９に表示される。一時停止後、中図柄２６はスクロール変動を再開する（図
８（ｃ）に示す状態）。そして、中図柄２６は、スクロール変動再開後の所定のタイミン
グで再び一時停止する（図８（ｄ）に示す状態）。図８（ｄ）に示すように、中図柄２６
の一時停止図柄は'７'であり、この一時停止図柄'７'が停止図柄表示領域２４に停止可能
図柄として追加表示される（具体的には、停止図柄表示領域２４に先に表示されている'
３'の右隣に追加表示される）。したがって、この状態では大当りとなる表示上の確率（
期待度）は１／２となり、その確率は５０％と表示される。停止可能図柄に'７'を追加表
示した後、再度中図柄２６はスクロール変動を開始する（図８（ｅ）に示す状態）。そし
て、中図柄２６は、スクロール変動再開後の所定のタイミングで再び一時停止する（図８
（ｆ）に示す状態）。図８（ｆ）に示すように、中図柄２６の一時停止図柄は'９'であり
、この一時停止図柄'９'が停止図柄表示領域２４に停止可能図柄として追加表示される。
したがって、この状態では大当りとなる表示上の確率（期待度）は１／３となり、その確
率は３３％と表示される。停止可能図柄に'９'が追加表示された後、再び中図柄２６がス
クロール変動を開始し（図８（ｇ）に示す状態）、中図柄２６は最終的に'３'（停止図柄
表示領域２４に最初に表示された停止可能図柄）で停止する（図８（ｈ）に示す状態）。
中図柄２６が最終的に停止した状態では、図８（ｈ）に示すように、停止図柄表示領域２
４に表示されている停止可能図柄は画面上から消え、また、特別図柄の組合せは（７・３
・７）となってハズレの組合せとなる。上述した説明から明らかなように、図８に示す例
では、図柄表示器２２の停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄は、'３'→'３
・７'→'３・７・９'と変化する。したがって、停止図柄表示領域２４に表示される大当
りとなる期待度は、'０／１'（０％）→'１／２'（５０％）→'１／３'（３３％）と変化
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することとなる。
【００２６】
　次に、図９に示す例を説明する。図９に示す例においても、図８に示す例と同様に、特
別図柄表示領域２３に表示される特別図柄（左図柄２５、中図柄２６、右図柄２７）が変
動を開始し、左図柄２５及び右図柄２７が'７'で停止することでリーチが構成される（図
９（ａ）の状態）。そして、リーチが構成された後も中図柄２６はスクロール変動を続け
、所定のタイミングで一時停止し（図９（ｂ）の状態）、一時停止図柄である'３'が停止
図柄表示領域２４に停止可能図柄として表示される。一時停止した中図柄２６は、図９（
ｃ）に示すように再度スクロール変動を開始し、再び一時停止する（図９（ｄ）の状態）
。図９（ｄ）に示すように、中図柄２６の一時停止図柄は'７'であって、この一時停止図
柄'７'が停止図柄表示領域２４に停止可能図柄として追加表示される。再度、中図柄２６
はスクロール変動を再開し（図９（ｅ）に示す状態）、スクロール変動再開後の所定のタ
イミングで再び一時停止する（図９（ｆ）に示す状態）。図９（ｆ）に示すように、中図
柄２６の一時停止図柄は'７'であり、この一時停止図柄'７'が停止図柄表示領域２４に停
止可能図柄として追加表示される。したがって、図９に示す例では、停止図柄表示領域２
４に'３'，'７'，'７'と表示されることとなり、大当りとなる表示上の確率（期待度）は
２／３（６６％）となる。停止図柄表示領域２４に'３'，'７'，'７'と表示された後、再
び中図柄２６がスクロール変動を開始し（図９（ｇ）に示す状態）、中図柄２６は最終的
に'７'（停止図柄表示領域２４に２番目と３番目に表示された停止可能図柄）で停止する
（図９（ｈ）に示す状態）。中図柄２６が最終的に停止した状態では、図９（ｈ）に示す
ように、特別図柄の組合せは（７・７・７）となって大当りの組合せとなる。上述した説
明から明らかなように、図９に示す例では、図柄表示器２２の停止図柄表示領域２４に表
示される停止図柄は、'３'→'３・７'→'３・７・７'と変化する。したがって、停止図柄
表示領域２４に表示される大当りとなる期待度は、'０／１'（０％）→'１／２'（５０％
）→'２／３'（６６％）と変化し、最終的に大当りとなって終了することとなる。
【００２７】
　以上詳述したように、上述した実施例に係るパチンコ機１０では、図柄表示器２２に特
別図柄を変動表示する特別図柄表示領域２３と、その特別図柄表示領域２３に変動表示さ
れる中図柄２６に関する停止可能図柄を表示する停止図柄表示領域２４が構成される。そ
して、この停止図柄表示領域２４には、中図柄２６が停止する毎に、その一時停止した図
柄を停止可能図柄として表示する。したがって、停止図柄表示領域２４に表示される大当
りへの期待度は、一時停止毎に変化することとなり、遊技者の期待感を盛上げる演出とな
る。また、本実施例の停止図柄表示領域２４には、乱数（大当り図柄乱数又はハズレ変動
乱数）によって決定される数の停止可能図柄が表示され、また、停止可能図柄として表示
される図柄には大当り図柄を複数個含ませることができる。したがって、停止図柄表示領
域２４に表示される期待度（表示上の確率）は、停止可能図柄の数が変化し、かつ、停止
可能図柄に含まれる当たり図柄の数を任意とできるため、従来に比較して多段階に表示す
ることができる。したがって、長時間遊技を行った場合（図柄表示器２２に図柄変動が多
数回表示される場合）においても、停止図柄表示領域２４の表示される期待度（表示上の
確率）が同一の表示となり難くなる。このため、遊技者の飽きを防止し、面白みの高い遊
技機となる。
【００２８】
　次に、上述した実施例を変形した変形例に係るパチンコ機について説明する。この変形
例に係るパチンコ機では、停止可能図柄が順次増加するように表示した上記実施例と異な
り、リーチが構成された後の所定のタイミングで停止可能図柄が多数表示され、特別図柄
の変動表示が進むに応じてそれら表示されている停止可能図柄が順次消去されることで、
期待度が変化するようになっている。なお、パチンコ機のハード構成や図柄表示器２２を
制御する制御系の構成等については上述した実施例と同様であるので、その説明を省略し
、上述した実施例と異なる部分についてのみ詳細に説明する。
【００２９】
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　変形例に係る実施例においては、大当たり図柄乱数（又はハズレ変動乱数）によって、
停止図柄表示領域２４に最初に表示される停止可能図柄の数と、最終的に表示される期待
度が決定される。そして、最終的に表示される期待度が決定された期待度となるように、
停止可能図柄として最初にどの図柄を表示するかを決定し、次いで、これらの図柄の中か
ら消去される図柄を決定する。例えば、大当り図柄乱数（又はハズレ変動乱数）により決
定された期待度（最終的に表示される期待度）が２／３で、最初に表示される停止可能図
柄の数が５個であったとする。このような場合には、最初に表示する停止可能図柄の中に
２個以上の当たり図柄が含まれるようにして、残りの図柄を乱数で決定する。そして、５
個表示された停止可能図柄の中から消去する図柄を２個選択する。その際、消去後の３個
の停止可能図柄が、２個の当たり図柄と１個のハズレ図柄となるようにする。これによっ
て、最初に表示する停止可能図柄と、変動表示中に消去される停止可能図柄が決定される
ので、これら決定された事項に基づいて図柄表示器２２に所定の画像が表示されることと
なる。
【００３０】
　以下、図柄表示器２２に表示される特別図柄の変動表示態様の一例について図１０に基
づいて説明する。変形例に係るパチンコ機でも、上述した実施例と同様に、特別図柄２５
、２６、２７が図柄変動開始後の所定タイミングで、まず、左図柄２５が停止し、次に右
図柄２７が停止する。この時の状態を図１０（ａ）に示す。図１０（ａ）に示す状態では
、左図柄２５と右図柄２７の停止図柄は共に'７'となり、リーチが構成されている。そし
て、左図柄２５と右図柄２７が停止してリーチが構成されると、図１０（ｂ）に示すよう
に停止図柄表示領域２４に中図柄２６に関する停止可能図柄２８が複数個表示される。図
１０（ｂ）に示す例では、停止可能図柄として'２・３・７・７・７・８'の６個の図柄が
表示され、また、画面向かって右上の確率表示領域２９に５０％と期待度が表示される。
停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄２８は、中図柄２６が変動を停止するま
での間に１個ずつ消去される。すなわち、図１０（ｃ）に示すように、まず'８'が消去さ
れ〔期待度は６０％〕、図１０（ｄ）に示すように'７'が消去され〔期待度は５０％〕、
図１０（ｅ）に示すように'７'が消去され〔期待度は３３％〕、図１０（ｆ）に示すよう
に'２'が消去され〔期待度は５０％〕、図１０（ｇ）に示すように'３'が消去される。図
１０（ｇ）に示す状態では、停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄は'７'のみ
であり、期待度は１００％となる。したがって、この最終的に表示された'７'が中図柄２
６の停止図柄として最終的に表示される。したがって、特別図柄２５，２６，２７は（７
・７・７）の大当りの組合せとなって図柄変動が終了することとなる。このように図１０
に示す例では、停止図柄表示領域２４の表示が'２・３・７・７・７・８'～'７'と変化し
、停止図柄表示領域に表示される期待度は、３／６（５０％）→３／５（６０％）→２／
４（５０％）→１／３（３３％）→１／２（５０％）→１／１（１００％）と変化するこ
ととなる。このため、遊技者は、停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄のうち
ハズレとなる図柄については消えることを希望し、当たりとなる図柄については消えない
ことを希望しながら停止図柄表示領域２４の表示を見つめることとなる。したがって、停
止図柄表示領域２４の表示によって遊技者の期待感を効果的に盛上げることができ、面白
みの高い遊技機となる。なお、図１０に示す例では、停止図柄表示領域に表示される停止
可能図柄を１個まで減じた後に中図柄２６を停止したが、停止可能図柄が複数表示されて
いる状態で中図柄２６を停止表示するようにしても良い。例えば、図１０（ｅ）に示す状
態で中図柄２６を停止するようにしても良く、この場合は、中図柄２６は'２'，'３'，'
７'のいずれかの図柄で停止することとなり、大当りとなる期待度は１／３（３３％）と
なる。また、中図柄が停止図柄表示領域に表示されていた停止可能図柄で一時停止を繰り
返し、その度に当該一時停止図柄が停止図柄表示領域から消去されていく構成としても良
い。
【００３１】
　以上、本発明の好適ないくつかの実施例について詳細に説明したが、これらは例示に過
ぎず、本発明は当業者の知識に基づいて種々の変更、改良を施した形態で実施することが
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できる。例えば、上述した各実施例では、図柄表示器２２の画面上に大当たりとなる期待
度（停止可能図柄）を表示するようにしたが、このような形態に限られず、停止可能図柄
を表示する表示器を別途設けるようにしても良い。また、上述した各実施例において停止
図柄表示領域に表示される期待度は、特別図柄の変動が大当たりとなる実際の確率を示す
ようにしても良いし、あくまでも見かけの確率として、遊技者に違和感を与えない範囲内
で表示するようにしても良い。
【００３２】
　さらには、停止図柄表示領域に表示される停止可能図柄の表示態様は、種々の変更や改
良した形態で表示することが可能である。例えば、図８や図９に示した例では、リーチ構
成後の中図柄２６の一時停止回数は３回であったが、一時停止回数は任意に設定・変更す
ることができる。このように一時停止の回数を種々変えることで、停止図柄表示領域に表
示される期待度が多様化し、遊技者はより面白みを感じることができる。また、図１０に
示した例において、停止図柄表示領域２４に最初に表示される停止可能図柄の個数は６個
に限定されることはなく、乱数等により設定することができる。このような構成によって
も、停止図柄表示領域２４に表示される期待度が多様化し、遊技者はより面白みを感じる
ことができる。さらに、停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄を消去する数は
１個ずつである必要はなく、ランダムに消去（例えば、３個・１個・２個と消去）しても
良い。これによって、停止図柄表示領域２４に表示される期待度が多様化し、遊技者はよ
り面白みを感じることができる。さらには、図８～図１０に示す例は、停止図柄表示領域
２４に表示される停止可能図柄が時間の経過に伴って単調に増加又は減少する例であった
が、このような例に限られず、停止図柄表示領域２４に表示される停止可能図柄は、時間
の経過に伴って増加及び減少するようにしても良い。例えば、停止可能図柄を時間の経過
に伴って増加させ、その後減少させ、再度増加させてから中図柄を停止するようにしても
良い。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施例に係るパチンコ機の正面図
【図２】図１に示すパチンコ機の図柄表示装置の正面図
【図３】図１に示すパチンコ機の制御系の概略構成を示すブロック図
【図４】遊技処理のフローチャート
【図５】図柄変動処理のフローチャート
【図６】変動表示処理のフローチャート
【図７】図柄変動のタイミングチャートの一例
【図８】図柄表示装置に表示される図柄変動の一例
【図９】図柄表示装置に表示される図柄変動の一例
【図１０】図柄表示装置に表示される図柄変動の一例
【符号の説明】
【００３４】
１０：パチンコ機
１２：遊技盤
１４：図柄表示装置
２２：図柄表示器
２３：特別図柄表示領域
２４：停止図柄表示領域
２５：左図柄
２６：中図柄
２７：右図柄
２８：停止可能図柄
２９：確率表示領域
３０：第１種始動口
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３４：大入賞口
３６：開閉扉
５０：ソレノイド
５６：始動口センサ
１００：メイン制御部
２００：表示制御部
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